
 

 

２０２１年８月２０日 

日本貨物鉄道株式会社 

 

 

西日本地区を中心とする大雨に伴う貨物列車への影響について 

（８月２０日２１時現在） 

 
 
８月１２日以降、秋雨前線停滞による大雨の影響により、西日本地区を中心に複数の区間

で運転を見合わせております。このため、貨物列車の運休および遅延等が発生していますの

でお知らせします。ご迷惑をお掛けして誠に申し訳ございません。 

なお、詳細については、当社ホームページの「現在の輸送状況」も併せてご参照くださ

い。 

（下線部が前回リリース（８月１９日２２時現在）から更新した内容となります。） 

 

１．貨物列車の主な運転中止区間（別紙①地図参照） 

・中央線 多治見駅（岐阜県多治見市）～塩尻駅（長野県塩尻市）間 

・山陽線 新南陽駅（山口県周南市）～北九州(タ)（福岡県北九州市）間 

※(タ)は貨物ターミナル駅の略 

 

２．代行輸送の実施について 

19 日より山陽線の運転中止区間においてトラックによる代行輸送を実施していま

す。（別紙②参照） 

（１）広島（タ）～北九州（タ） 

（２）広島（タ）～福岡（タ） 

（３）新南陽駅～北九州（タ） 

（４）新南陽駅～福岡（タ） 

23日以降は、以下の区間においてもトラックによる代行輸送を実施します。 

（５）新南陽駅～宇部駅 

（６）新南陽駅～下関駅 

 

３．石油輸送について 

中央線の運転中止に伴い、東海地区から東海道線経由、長野地区向けの臨時列車を

3本運転します。また、関東地区から長野地区向けの臨時列車を運転します。 

 

４．今後の見通しについて 

現在のところ、山陽線については最短で 9月上旬の運転再開見込みです。また、中

央線の多治見駅から塩尻駅間の運転再開は 9月中旬となる見込みです。 

  



 

 

 

 

 

 

別紙① 

８月２０日２１時現在の運転中止区間 

名
古
屋(

タ) 

塩尻 

南木曽 

多治見駅 

木曽平沢駅～贄川駅間 

土砂流入による設備等の損傷 

運転再開まで 10 日程度を要する見込み 

倉本駅～上松駅間 

土砂流入による設備等の損傷 

運転再開は 9月中旬となる見込み 

小野田駅～厚狭駅間 

大規模な路盤流出・電化柱の倒壊等 

最短で 9月上旬の運転再開見込み 
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輸送力　片道55個/12ft

下
関

宇
部 輸送力　片道6個/12ft

輸送力　片道4個/12ft

別紙②

山陽線　大雨に伴うトラック代行輸送

(8月20日21時現在)

福
岡

（
タ

）

広
島

（
タ

）

輸送力　片道55個/12ft
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輸送力　片道30個/12ft

輸送力　片道30個/12ft
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